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総合問題

問題Ⅰ

〈出題の意図・ねらい〉
かつては女性が家庭を守るものという社会的役割が固定していたが、近年では働
く女性の数も増えており、それに従って一般的には女性の社会的自由度も増してい
る。とはいえ、育児や家事は女性の仕事という観念は根強く残っており、以前より
も一律の対応は難しい状況となっている。本問題はジェンダー問題を通して、解
答者が現代社会をどのように考えているのかを問うことを意図している。

問題Ⅱ

〈出題の意図・ねらい〉
社会における労働の役割という問題も近年さまざまなかたちで問い直されている。
ケインズの予測のように簡単に労働時間は減少しなかったが、コロナ禍によって在
宅勤務が一般的になるという状況が生じた。しかしまた少なくとも日本ではオフィ
ス回帰の流れに戻っている。在宅勤務の意味について触れた本問題によって、解
答者が労働というものをどのように捉えているのか問うことを通して、柔軟な思考
力を試すことを狙いとした。
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